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四角形は長方形である。

　　点の座標は　 ， 　　点の座標は　 ，，

　　したがって　　　　　　

　　よって，四角形の周の長さは，

　　　　　　　　  　で表される。

　　　　　　　　　　　　より，　



　　よって，点の座標は　 ， 

　　直線の傾きは


　　よって，点を通り，傾き



の直線は，

　　


 に ， を代入して，



より，

　　







　　これと軸との交点が点となるので，を代入して，

　　点の座標は，　

　　また，点を通り，傾き


の直線は，

　　


 に ， を代入して，



より，

　　







　　これと軸との交点が点となるので，を代入して，

　　点の座標は，　

　よって，点の座標は，　，
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 

32𝜋
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





線分の動いてできる図形は，

を軸とした円すいの側面の一部を描く。

この円すいは，底面が半径４ｃｍの円，高さが４ｃｍであり，

辺の動いてできる図形は，図の斜線部分のように

円すいの側面の


である。

中心角をとすると，
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ゆえに求める面積は，
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

△と△において

共通な角だから　＝　…①

円の接線は，接点を通る半径に垂直だから

＝　…②

△は＝の二等辺三角形　…③

点，点は点から円に引いた接線の接点であるから，

△△より，

＝　…④

③④より直線は△の頂角を二等分するから，

　　すなわち

＝　…⑤

②⑤より　＝＝　…⑥

①⑥より　２組の角がそれぞれ等しいから，

△△


